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東北の弥生土器と土師器
辻 秀 人
東北地方のこれまでの研究では, 土師器と弥
生土器との違いは自明のこととして取り扱われ
てきた。東北地方南部の弥生時代後期の土器と
土師器との間には器形, 文様, 器種構成などの
すべての面で画然とした違いがあるからであ
る。 しかし, このような画然とした違いが連続
する短い時間の中で何故おきるのか, そしてそ
の背後にどのような歴史的な変化があるのか と
いう問題は未解明のまま残されている。 束北古
代史を考える上でこの問題を解明することは大
きなテーマと言えよう。
近年の大規模な調査の進展により, 束北南部
における弥生土器から土師器への移り変わりは
急激なもので, 大和, 東海, 北陸などの各地で
弥生土器から土師器へ漸進的に変化しているこ
とと比較するときわめて対照的であることが判
明してきた。 その変化の背後には束北南部社会
の急速かつ大きな変動があることは間違いな
い。 このような社会の変動の実態を検討するた
めにも, 弥生土器から土師器への変化の過程を
明らかにすることは急務であろう。 しかし, 東
北地方ではこれまでの弥生時代研究と古;噴時代
研究がそれぞれ別個の問題関心によって進めら
れてきたため, 弥生後期の土器と土師器との大
きな違いに注日されることが少なく, 弥生後期
の土器から土師器への変化のプロセスは未解明
であったo
小論では, 近年の福島県会津地方の資料の增
加などをふまえて,現在の資料で可能な範囲で,
弥生土器から土師器への変化の過程の素描を試
み, その背後の社会の動向についても若干の検
討を加えたい。
1. 弥生時代後期の土器の変化
東北地方の弥生時代後期前半の土器は, 一般
的には天王山式と考えられている。 天王山式に
は前代の中期後半の土器に比べて, 交互刺突文
など複雑な文様や縦走する縄文の多用など, 多
くの縄文土器的な要素が強く認められる。広く
東北地方一帯に分布し, 斉一性が高いと言われ
る。天王山式はその後連続的に型式変化を遂げ,
後期後半には踏瀬大山式などと呼ばれる土器群
(広義で天王山式に含めることがある)へと変化
す る。 また, この時期には, 福島県域の浜通り
南部には八幡台式, 十王台式が分布する。 これ
らの土器群には新しくなるにつれて若干の無文
化の傾向も見受けられるが, 基本的には前代の
土器から連続的に変化するもので, これらの土
器自身には, 土師器への変化の方向はまったく
認められない。 しかし, こ れ らの土器群の中に
在地の土器とは異なる系譜をもつ土器群が登場
し変化が始まる。以下, 地域ごとに系譜のこと
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第 l 図  稲荷塚過跡調査全体図 (吉田他l995より転成)
なる土器の出現の様相を見ていく こ と と す る。
( l )  会津盆地における土器様相の変化
福島県会津盆地では, 弥生時代後期から終末
期にかけての弥生土器の変化の様相が比較的明
瞭にとらえられている。 この地域におきた弥生
土器の大きな変化を福島県会津坂下町稲荷塚遺
跡出土資料,同中西通跡出土資料により確認し
たいo
①稲荷塚遺跡出土資料(吉田博行他l995)
第 l 図 は, 稲荷塚遺跡の調査区域の全体図で
ある。 稲荷塚遺跡からは束北地方最古段階の古
墳の一つ と目される杵ガ森古墳及び, 前方後方
形周溝墓群, 竪穴住居跡群が発見された。検出
された9棟の竪穴住居跡のうち, 第 1, 第 4, 第
6, 第10, 第11, 第13号住居跡の合計6棟が最
古のグループでその中の1号住居跡は杵ガ森古
填墳丘の下層で発見された。第 l 号 と 同 じ く 1實
丘下層で発見された第2号住居跡は:廣丘保存の
ために未調査である。 これらの6棟の堅穴住居
跡は古境築造以前に営まれた集落とみられる。
これらの古墳造営以前の集落で使用された土
器は1号住居跡出土土器群で代表される (第2
図)。図示した13点のうち, 床面出土資料は1,
2,3,6̃ 8,10,12,l3で, 他は覆土からの出土で
あるo
3は,大型の広口の壺で,体部全体の縄文が施
文されており, 頸部に 2条, 口縁下部に一条の
5本1セットの平行沈線文が描かれている。覆
土出土の1もほぼ同様の器形をもつ壷で, 口縁
部から頸部にかけて全体に縄文が施文されてい
る。 この種の広口壷は他の住居跡からも比較的
多くの出土をみており, 土器群の中で一つの器
種を構成している。 土器の特徴から, 会津盆地
における弥生時代終末期の土器群の系譜をひく
土器と考えられる。
一方, 7̃ l3は体部をハケで調整される空で
/
ある。7̃10 は, 口縁端部がつまみ上げられる点
と体上部に列点文があることに特徴があり, 13
は口縁端部に同様の特徴がある。 これらの要は
会津地域の弥生時代終末の土器群とは形態, 製
作技術, 文様などのいずれをとってもまったく
異なってぉり,別系譜の土器群と理解される。先
に述べた特徴などからその系譜は, 北陸の弥生
時代終末期, 特に口縁部の特徴から北陸北束部
の能登地方の土器に求められる。 覆土出土の器
台4の特徴もこのような想定に矛盾しない。
稲荷塚遺跡1号住居跡出土の土器群は, 在地
の弥生時代終末の土器の直接の系譜にある大型
11
第 2 図  稲荷塚遭跡第l号住居跡出土土器 (縮尺1/6) (吉田他1995より転載)
の壺と, 北陸地方北束部起源の器台, 望とで構
成されている。 このような状況は他の同時期の
住居跡群でも同様で, 古墳築造に先立つこの集
落では, 在地の弥生土器の系譜に連なる土器群
と北陸北束部起源の特徴をもつ土器群とが混在
している状況にある。
と こ ろ で, このような土器群は肩部に列点文
がある整の存在などから, 筆者が先に作成した
東北南部の弥生時代終末期から古墳時代前期に
かけての編年(辻1994,1995)では, I-1期に位
置づけられる。 当該編年作成時にはこの段階の
良好な資料がなく , 稲荷塚遺跡と同じ会津坂下
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町の中西遺跡, 宮束遺跡の土坑出土資料をもっ
て標式資料としていたが, 先にみた稲荷塚遺跡
の最古段階の住居跡出土資料により, この時期
の様相がより明らかとなった。つまり , I-1期に
は在地の弥生時代終末期の土器の系譜に連なる
壷が器種構成の一部 と し て 残 る と と も に, 大 部
分の器種が北陸北束部起源の特徴を も っ土器群
で占められるのである。
I-1期は, 北陸北束部の坂井,川村編年(坂井,
川村1993)のII-1 期, 北陸南西部の漆町遺跡の
4
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第 3 図  中西遭跡第2号住居跡出土土器 (縮尺1/6) (和田, 高橋, 古川 1990より転載)
編年 (田嶋明人1986) では5群に併行すると考
えてぉり,畿内の庄内式の後半段階にあたる。会
津盆地において会津若松市屋敷遺跡などでは
I-1 期 を さ か のぼる段階の北陸地方の土器の出
土例があるが, 会津盆地の土器群全体に北陸地
方の要素が広く認められるのは, ま さ に I-1 期
からであり,  この時期が会津盆地における土器
様相の一大転換期にあたる。
①中西遺跡出土資料(和田, 高橋, 古川1990)
この大きな変動に続くI-2期の資料は, 会津
坂下町中西過跡の第2,4,6,7号堅穴住居跡群出
土資料がある。 第3図には, 第2号住居跡出土
資料を示した。 これらの土器群は堅穴住居の床
面及び覆土中から出土した資料で, 床面出土資
料が堅穴住居に伴うものであることは当然だ
が, 報告者は覆土出土資料も住居跡廃絶直後の
一時期に廃棄された一括性の高い資料と判断し
ているo
さて, 中西遺跡第2号住居跡出土資料は, 棒
状浮文をもつ大型の二重口縁壺, 大型盡, つま
み上げの口縁部を持つ理, 小型理, 脚部の福が
大きく開く高杯, 小型器台, 蓋, 小型鉢などで
構成される。理の口縁部の形状が示すように,全
体的に北陸北束部の特徴を示す土器群である。
編年的な位置は, 漆町遺跡の6群に併行し, 古
墳時代直前である。
と こ ろ で, この資料中には, 束北南部の弥生
時代終末の土器群の系譜に連なる資料は含まれ
ていない。他の同時期の資料, 4号, 6号, 7 号
住居跡出土資料でもまったく同じである。2,4,6
号資料は床面出土資料と覆土中の住居廃絶直後
の一括投棄資料の混在したものであり, 集落内
の土器の様相を反映している可能性が高い。 こ
の集落で使用された土器はほとんどが北陸北東
部起源の特徴をもつ土器であり, 東北地方の弥
生土器の系譜に連なる土器は存在しないよう
だ。
この中西通跡の様相がそのまま全体を表して
い る か ど う か, なぉ検討が必要だが, 現状で見
る限り, 在地の弥生土器の系譜の土器はこのI-
2期の段階で使われなくなるようだ。会津盆地
では, 弥生時代後期の天王山式及びその後続形
式の存続期間の後, I-1期に急激に北陸北東部
の土器群が出現し, 器種組成の一部に在地の大
型壷を残すものの, 大部分を北陸北東部の土器
が 占 め る よ う に な る。引き続き I-2期には在地
の土器の系譜が途絶え, 全体が北陸北東部起源
の特徴をもつ土器で構成されるにいたる。 これ
は弥生時代から古擴時代にいたる土器変遷の中
のまさに最大の変化といえるだろう。 このよう
な変化の背後には新たな墓, 前方後方形周溝墓
の出現, さらには後述するように社会全体の大
きな変動がある。
このような土器の大きな変革は会津盆地に止
まるものではないようだ。近年の調査の進展に
ょ り, 山形県域の米沢盆地, 山形盆地,庄内平
野でも同様な状況が判明してきた。 会津盆地を
はじめとして, 東北南部の内陸部, 日本海個Il全
域で同様の変化がおきていることが確実となっ
ているo
(2) 福島県浜通りの土器様相の変化
東北南部の太平洋側, 福島県浜通地方でも弥
生時代終末に北陸系の土器が出現することが阿
部朝衛によって指摘されている(阿部1989)。第
4図は阿部が北陸系土器の存在を指摘した本屋
数古墳群の下層にあたる第2号住居跡群出土資
料である。
報文(伊藤玄三他1985)によれば, 図示した
8点の土器はいずれも床面直上あるいはそれに
近い状態で出土したもので, 他に土製紡錘車が
ともなっている。土器群の内訳は大型の畫1点,
小型重1点, 高杯? 1 点,要4点, 広口重1点
である。 これらのうち, 全体の形がわかる要の
特徴は, 外反する口縁部の端部がつまみ上げら
れていること, 体部の最大径が上半部にあるこ
と,底部の直径が小さいことなどが挙げられる。
これらの特徴はまさに阿部の指摘するように北
陸北東部に特徴的な要と一致している。 また, 2
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第 4 図  本屋数古1資群第2号住居跡出土土器 (縮尺1/6) (伊藤他1985より転載)
第 5 図  桜井高見町A遭跡第l号住居跡出土土器 (縮尺1/6) (辻他l996より転載)
号住居跡と同時期と見られる 1,3号住居跡出土
資料中にも結合器台, つまみ上げの口唇部を持
つ契がある。 従つて, 本屋敷古墳群築造に先立
つ集落で使われた土器の多 く が北陸地方の特徴
を持つ土器群であることは間違いない。
一方,2号住居跡出土資料中に, きわめて特徴
的な土器がある。第4図6の広口壷がそれで, 器
形は太平洋側の弥生時代終末の土器, 十王台式
系のもので, 体部には撚糸文が綾杉状に施文さ
れ る。 頸部には上下から交互に刺突文が施され
る。器形, 体部の特徴は十王台式のもので,交
互の刺突文は天王山式およびその後続形式の特
徴である。 このような天王山式に起源のある交
互刺突文と十王台式の特徴との融合は, 同じ地
域の福島県原町市桜井高見町A遺跡1号住居
跡出土の十王台式の新しぃ段階の資料中 (辻他
1996 第5図5)に類例がある。従つて, 本屋敷
古墳群第2号住居跡出土の広口壺は十王台式の
新しぃ段階のものと考えられる。
以上の検討により, 本屋敷古墳群で検出され
た第2住居跡出土資料に代表される, 古墳群築
造以前の集落で使用された大部分の土器群は,
北陸起源の土器群で構成され, ご く 一部に在地
の弥生土器が混在していることになる。 こ れ ら
の土器群の編年的な位置は筆者の編年でI-1 期
ま た は I-2期であり,  会津盆地の大きな変化と
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ほぼ同時期と考えられる。
福島県浜通り地方では, 他にいわき市平窪諸
荷遭跡で弥生時代終末期の方形周溝墓に関係し
て I- l 期 ま た は I-2期の北陸起源の土器が在地
の弥生終末の土器と混在して出土 (高島好一
1998)している。 また, 十王台式が伴う竪穴住
居跡が発見された桜井高見町A遺跡では, 古境
の周濠内から在地の弥生土器や土師器と混在す
る形で北陸起源の土器が出土(辻他1996)して
いるo
以上のような状況から,福島県浜通地方でも,
遺跡によっては弥生終末期に在地の弥生土器に
入れ替わるように北陸北東部起源の土器群が出
土してくると考えられる。
しかし, この地域の変化は北陸北東部起源の
土器群の出現だけではない。 第6図は桜井高見
町A適跡も含む, 福島県原町市桜井過跡から竹
島國基が採集した資料 (竹島編1992)) である。
竹島の採集資料は東北南部の弥生時代中期後半
の標式資料桜井式をはじめ, 縄文時代から弥生
時代の土器, 石器から平安時代の土師器にいた
るまで多岐にわたっているが, 中に図に示した
台付要の一群が含まれている。 これらは台部の
下端を折り返していることや, 口縁部の断面S
字状を呈する特徴的な形から東海西部地方起源
8
のS字状口縁台付要であることは明らかであ
るo
同様にいわき市龍門寺遺跡3号住居跡出土資
料中にも S字状口縁台付望がある(猪狩, 高島,
廣岡l985)など, 福島県浜通り地方一帯に, 弥
生時代終末から古境時代前期初頭にかけての束
海地方起源の土器群が知られている。 これらの
資料は現状ではやや散発的ではあるが, この時
期に北陸北束部起源の土器とならんで, 東海地
方起源の土器群もまた, 在地の土器群に入れ替
わるように出現してくるのである。
福島県浜通り地方では,会津盆地や内陸部,日
本海側とほぼ同じ弥生時代終末に, 在地の十王
台式などの弥生時代終末の土器と入れ替わるよ
うに北陸北東部起源の土器と, 東海地方起源の
土器が出現し, これらの土器が器種構成の主体
を占めるにいたる。 会津盆地が北陸北束部起源
の土器一色になるのに対して, 遺跡により, 異
なる地域の土器に変化する点にこの地域の特色
がある。
( 3 ) 小 結
東北南部の弥生時代終末の土器様相は上記の
会津盆地, 米沢盆地, 山形盆地, 庄内平野, 福
島県浜通りなどではおおよそ以上のような状況
にある。 残る阿武限川流域(福島県中通り地方,
第 6 図  桜井過跡採集土器 (縮尺l/6) (竹島編1992より転破)
宮城県角田, 丸森周辺, 名取平野, 仙台平野, 大
崎平野については断片的な資料しか知られてぉ
らず, 不明な点が多い。しかし, 福島県中通り
では白河市明戸遺跡(藤原, 森, 辻l984)から
少量ながら北陸系の土器が在地の弥生時代終末
の土器群とともに出土している。 また, 名取平
野, 仙台平野, 大崎平野にも東海系のS字状口
緑台付空の破片や北陸北束部のっまみ上げ口縁
の理が あ り, 状況は福島県浜通りの様相に近い
ように思われる。
総じて, 太平洋側では宮城県大崎平野, 内陸
では山形県山形盆地, 日本海側では庄内平野ま
での東北地方南部では, 弥生時代の後期後半の
段階で在地の弥生土器群に置き換わる形で, 北
陸北東部や東海起源の土器が出現する。 その後
これらの土器が主体となり, 在地の弥生土器は
最初の段階でわずかに残存する も次の段階では
完全にその姿を消すにいたる。 東北南部の弥生
土器は, 全体として終末期に前代の系譜が途絶
えて他地域の土器に入れ替わり, 新たな時代を
迎 え る こ と に な る。
2. 弥生土器から土師器へ
東北南部の在地の弥生土器に変わって登場し
た土器群は束海に起源, 北陸北東部起源のいず
れに しても大和の庄内式後半に位置づけられる
ものである。 弥生土器と土師器との境界をどこ
に求めるかは, 意見の分かれるところだが, 私
は布留式以後を土師器と理解するので, これら
の新たに登場した土器群は弥生土器の終末期の
ものと考える。 これら終末期の弥生土器はその
後全国的な推移と同じく土師器へと変化してゆ
く こ と に な る 。
( l )  「塩釜式」 をめぐって
束北地方の最古の土師器は 「塩釜式」 と呼ば
れる。氏家和典による土師器編年(氏家l957)の
最古段階で, 関東地方の五領式と併行する土器
群と位置づけられた。 設定当初は断片的な資料
しか知られていなかったが, その後多くの資料
で補強され, 詳細な細分案(丹羽1985, 次山
1992)が提示されている。筆者もこれらの業績
に学びながら, その内容を検討し, 筆者の弥生
終末期から古墳時代初頭の土器編年(辻1994,
1995)のII,III期に組み入れている(第9図̃第
12図)。
塩釜式の畿内編年との併行関係については,
次山淳により検討され, その最古段階が布留0
式の新しい段階と考えられている (次山 淳
1992)。筆者も次山の指摘に従い, 塩釜式の最古
段 階 に あ た る I I 期 を, 布 留 0 式 ( 寺 沢  素
1986)の新しぃ段階に併行すると理解している。
定型化した古城が出現した時代の土器を土師器
と考える立場で言えば, まさに塩釜式が東北最
古の土師器である。塩釜式の古い段階であるII
期は小型器台と多様な小型鉢が組み合わせとし
て存在する点に特徴のある土器群で, 塩釜式の
中頃から新しい段階である m期は定型化した
小型丸底鉢と器台がセッ ト関係を構成する点に
特色がある。 塩釜式の終末は器台と小型丸底鉢
のセットが消失することを日安としている。次
型式の南小泉式は, 中膨らみ中空の脚部を特徴
とする高杯を供階形態の主要器種とする土器群
であり, 関東地方の和泉式と併行する。総体と
して, 塩釜式は東北地方南部の古墳時代前期の
土器群といえる。
(2)塩釜式の系譜
さ て, 塩釜式の一つの特色は, 存続期間を通
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第 7 図  下総のハケ藝と陸奥の塩釜理 (縮尺1/6)
千葉県戸張一番割遺跡 宮城県仙台市伊古田遭跡
ハ ケ 班 ( Y H 璽 ) 塩 釜 襲
して存在する特徴的な整(第12図144̃167) に
ある。この整の特徴は断面 「 く 」 の字を呈する
口縁部の形態,丸みを持ちハケメを残す体部,平
底 で あ る こ と な ど が 挙 げ ら れ る。体部内面は削
られることはなく,底部には輪台充填技法が用
い ら れ る。古墳時代前期の列島各地の土器は,大
和の布留襲, 東海のS字口縁台付望などに代表
さ れ る よ う に,体部内面を削るいわゆる薄望で,
底部は丸底, 尖り底,台付などが一般的である。
これに対して塩釜式の平底, 厚空は同期の列島
内ではかなり特異なものといえよう 。と こ ろ で,
この特徴ある密 (以後塩釜望と仮称する) の起
源 は ど こ に あ る の だ ろ う か。
西川修一によれば, 関東地方には, 畿内第V
様式の外面にタタキをも っ整の系譜に連なる整
が畿内庄内式の古段階に関東地方に出現すると
いう(西川l991)。この整はその後関束において
型式的に変化を遂げて, 外 面 に ハ ケ メ を も っ平
底の厚望に変化すると考えられている。
塩釜整の特徴である口縁部, 体部の形態, 調
整,底部の特徴などは西川の言う畿内第V様式
のタタキ密から変化した外面にハケ調整を残す
「YH望」 あるいはその後続形態である 「千葉型
平底瓷」 に き わ め て 類 似 し て い る こ と は 第 7 図
に示す通りである。 塩釜瓷の起源は東京湾束部
の千葉県域などに分布する畿内第V様式の系
譜に連なる平底厚整であることはほぼ間違いな
いと考える。 塩釜望底部にしばしば見られる底
部輪台充填技法の存在もこのような考えを補強
す る も の だ ろ う 。
要,の他にも塩釜式の新しぃ段階の高杯の形
態, 特に脚部の特徴などは,高橋和が指摘する
ように(高橋1985), 東北南部から関束地方にか
けての土器群に共通するものが多い。 ま た , 他
の器種にも共通性が認められる。従つて, 塩釜
式は全体として関束地方特に東京湾束岸地域と
きわめて共通性の強い土器群であるといえよ
う o
以上述べてきたように束北南部の古墳時代前
期の土師器は関束地方の土器群と関連の深いも
のであることは確実である。 その前代は先に見
た よ う に,東北地方南部全域は能登あるいは束
海に起源を持つ土器群が在地の土器群に入れ替
わって主要な土器群を構成し, 在地の土器群は
早い段階で姿を消す状況にある。 こ の よ う な 前
代の様相は塩釜式の古い段階, II期にその影響
を残している。 会津地方の諸遺跡に北陸北束部
の要素が残ることや,宮城県蔵王町大橋遺跡出
土資料中に S字口縁台付室が少量存在する こ
と, 宮城県亘理町宮前遺跡に北陸系の高杯が存
在することなどはその例である。
しかし, 塩釜式の中頃, m期に至るとそのよ
うな様相はほぼ払拭され, 束北南部全域が関東
との関係の強い土器群に統一される。 もちろん
在地の弥生土器の系譜はあらゆる器種にその痕
跡も残していない。
( 3 ) 小 結
束北南部の弥生時代終末から古填時代への土
器の変選には大き く二つの段階がある。一つは,
弥生時代終末の北陸北束部あるいは東海の土器
の登場と在地の弥生土器の系譜の途絶であり,
二つ日は,古;噴時代初頭における塩釜式の成立,
すなわち関東地方の土器群との関係の深い土器
群塩釜式の登場と東北南部全体の土器様相の斉
一化である。
このような過程をへて東北南部の土器群は構
造的な変化を遂げ, 在地の弥生土器の要素を
まったく残さず, 新たな土師器に入れ替わって
しまうのである。
3. 東北地方北部における弥生土器の変
化と続観文土器
東北地方北部の弥生時代後期の土器群の編年
には不明な点も多いが, 近年ようやく見通しが
得られつつある。その成果(斎藤邦雄l993)に
よれば,岩手県の弥生時代後期の土器群には,交
互刺突様浮線文段階, 交互刺突文段階, 退化交
互刺突文段階,特殊燃糸文段階の4段階があり,
前2者が従来の天王山式, 後2者は従来の赤穴
式にあたるという(第8図)。従つて, 岩手県域
における弥生時代終末期の土器群は赤穴式とい
う こ と に な ろ う。赤穴式の特徴である退化した
交互刺突文や特殊撚糸文は, 前項でみた福島県
浪江町本屋敷古境群2号住居跡出土資料中の広
口動こ認められる。 この資料が北陸北東部起源
の土器群と共伴し, 筆者編年のI-1期またはI-
2期に位置づけられることは先に述べた通りで
ある。また, 秋田県能代市寒風II遺跡第2号土
城墓出土重が同じ特殊撚糸文をもつことが知ら
れている。 この資料は遺構内での直接の共伴関
係はないものの, 周囲の一連の土:願墓から後北
C2-D式が出土してぉり, これらと共伴関係に
あるとみてよいのだろう。
これらの関係をまとめると,東北北部の弥生
時代終末期の赤穴式は, 束北南部の在地弥生時
代終末の土器群及び北陸北東部起源の I-1 期,
I-2期の土器群及び北海道の続縄文土器後北
C2-D式と併行関係にあると考えられる。
それでは, この赤穴式はその後どうなるのだ
ろ う。 残念ながら赤穴式の層位的に厳密な共伴
例がないため確定できないが, 現状では次のよ
うに推測できよう。
岩手県盛岡市永福寺山通跡の土擴墓の覆土内
では, 赤穴式とともに続縄文土器, 後北C2-D
式,土師器の塩釜式が出土している(津l鳴, 神
原, 黒須, 武田1997)。また, 同報告書の集成に
よれば, 同一遺跡内, 包含層内, 遭構埋め土内
などでの赤穴式と後北C2-D式の共存例は9例
であり,赤穴式と後北C2-D式,塩釜式の共存例
は3例である。 後北C2-D式の存続期間は天王
山式の後続形式から塩釜式の古い段階, 筆者編
年のII期までであり (辻l996), 赤穴式は天王
山式の後続形式と併行関係にあることを考える
と,赤穴式に後続する土器群は,後北C2-D式と
塩釜式の共存するものとなる。 このような想定
と, 永福寺山遺跡や, その他の遺跡における共
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存関係は矛盾していないように思われる。
赤穴式に後続する後北C2-D式と塩釜式とは
どのような関係なのだろうか。 これらの明確な
遺構内の共伴関係がないために詳細は不明であ
る が, 次の時期にあたる北大1式と南小泉式と
の関係は青森県天間林村森ケ沢遺跡の例があ
る。報文(阿部義平1994)によれば, 北海道続
縄文文化と同じ様式の土壙墓から北大1式の続
縄文土器と南小泉式の土師器, 陶邑I期の須恵
器が共伴して出土している。 このような状況は
第 8 図  岩手県内の弥生後半期の土器 (斎藤1993より転破)
1資墓の様式がこの遺跡の生活の基本的な枠組み
を反映しているという立場から, 筆者は, 続縄
文文化の人々が交易によって古填文化の文物を
入手した結果と考えたことがある(辻1996)。さ
かのぼって,永福寺山遺跡の例をはじめとして,
宮城県から岩手県にかけての土壙墓で後北C2-
D式と塩釜式が共存する例がしばしば認められ
る理由は, 森ケ沢遺跡例と同様に続縄文文化の
社会に束北南部の土器が交易によってもたらさ
れた結果と理解したい。 赤穴式に後続する土器
の主たるものは後北C2-D式と考えたいのであ
るo
東北北部では, 在地の弥生土器の系譜は, 弥
生時代終末の赤穴式の段階で途絶え, 変わって
北海道に起源をもつ続縄文土器, 後北C2-D式
を主体とし, 塩釜式を客体とする土器群に置き
換わる。 この変換は比較的急速に行われ, 前代
の弥生土器の様相は次の段階には継承されない
よ う だ。以後, 6世紀まで, 東北北部いったいで
は, 北海道の続縄文文化と同様の文化が存続す
る事になる。土器のこのような大きな変化の背
後には, 束北北部社会の続縄文文化の社会への
変換が想定される。
4. まとめにかえて
東北南部においては, 在地の弥生土器の系譜
の土器群の中に北陸あるいは東海起源の土器群
が登場し, やがて在地の土器群に入れ替わるよ
うに主流となる。次に古墳時代の初頭の段階で,
北陸あるいは東海の様相は急速に薄れ, 関東地
方と深い関係を持つ塩釜式が成立する。 この塩
釜式の段階で, 日本海側と太平洋側との土器様
相の違いが払拭され, 東北南部から関東地方の
一部にかけての共通の土器様式圈が形成され
る。 名称が適切か否かは問題だが, 私はこの共
通の土器様式を塩釜様式と呼んだことがある
(辻l995)。
束北南部における最初の土器様相の変化につ
いてはこれまでたびたび触れ, その背後に北陸
東部などからの人の移住を契機とした大きな社
会変動があることを指摘してきた(辻1996他)。
続く塩釜様式の成立とその急速な広がりについ
ては, これまであまり強調してこなかった。 し
かし, このような変化は土器の変遷の中で前者
にも匹敵する大きな変化であり, その変化に東
北南部の古頻時代社会成立にかかわる社会の動
きが反映している可能性が高いと考える。
一方, 束北北部では, 在地の弥生土器に置き
換わる形で続縄文土器が登場する。また同時に,
続縄文文化の所産である墓制も確認される。 こ
のような状況は束北北部が続縄文文化に由来す
る生活様式をうけいれたことを反映している。
弥生時代終末から古1城時代のはじめにかけて
束北地方は南部, 北部ともに在地の弥生土器の
要素を残さないほどの大きな土器構造の変換が
起 き る。 このような大きな土器様相の変化の背
後にそれぞれの社会の変動あることは確実で,
土器変化の理解をとおして, 社会の変動を解明
することを今後の課題としたい。
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第10図 塩釜式の編年2 (縮尺l/10)
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第12図 塩釜式の編年4 (縮尺l/10)
